
【社是】   経営を継栄に 
成功を成幸に 

【事務所理念】企業経営の羅針盤・かかわる人の転ばぬ先の杖を目指し、真の成功を共に追求し続けます。                     

月刊 岩田会計 第 182号 
令和 4年 3月 16日 
理念伝道士 岩田英人 

http://www.iwatax-m.com/ 
 
あっという間に確定申告も終わり（期限後の方もいらっしゃいますが）春もすぐそこまでって感じで

す。日々の季節の変化を感じる余裕をもっていたいものです。新型コロナウィルスもゆっくりではあり

ますが収束に向かっているのでしょうか、まだまだ油断は出来ませんができるだけ早く安心した日常を

送りたいですね。 

 
【令和 4年 3月号】「余裕」 
業務集中が続くと心に余裕が亡くなります。これを多忙と言うんですよね。余裕がなくな

るとどうなるでしょうか？膨大な作業や判断材料を目の前に集中力が欠け、普段ならしない

ようなミスが出てしまったり、普段ならしない判断を下してしまったりしませんか？さらに

は機嫌も悪くなって周囲に当たり散らしたりしてしまうこともあるかもしれません。「余裕」

の《余》は余る、《裕》はゆたかと言う意味です。金銭的に余裕があるとか精神的に余裕が

あるとか言いますが、どちらの余裕も欲しいものです。ちょっとしたことでイライラすると

か、これまで起こさなかったミスを連発するようになったとか、こうしたイライラはストレ

スにつながっていきますので本来は仕事が終わってからだったり、お休みの日にガス抜きを

したりしてイライラを解消できれば良いのですがそれが出来ないことも多いですよね。 
結局は組織体制を見直したり業務手順や業務効率を見直したりして環境整備に力を入れ

ていかないといつまで経っても「余裕」は生まれてこないのかもしれません。職場の環境整

備は理念の整備から入ると良いのかもしれません。気になる方は是非ご一報を。 


